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これ までに平滑基板上にお ける溶射液滴粒子の一般的な扁平挙動,っ ま り衝突時の液滴
粒子のサイ ズ,速度,及 び温度が扁平形態に どのよ うな影響を与えるかについて調べてき
たが,下 半期では,飛 行状態が定まった後,基 材側の因子,特 に基材 の表面粗 さによって
扁平形態が どのよ うに影響 を受けるかを調査 した.
本研究で用いた液滴衝突の3次 元 コー ドは トロン ト大学のMostaghimi教授 らのグルー
プにより開発 され たコー ドで,RIPPLEを基 にしてお り,基板表面粗 さの影響 を取 り扱 え
るよ うにRaessiらによって改 良が加えられたものである.Fig.1に数値計算結果を示す
ν=5.1×10-6m2/sを仮定 した とき,デ ィンプルパター ン基板上ではスプラ ッシュを
引き起こ し,平滑基板上では多少縁に摂動が見 られるものの円盤状 を保 っている といった
状態を達成することが出来た-参 考 までに この とき平滑基板上でのスプラッ ト直径 は194
umであ り,実際のスプラ ッ トとの差は6%程度であった-興 味深いのはデ ィンプルパ ター
ン上で ν=5.1×10-6m2/sの時,時 刻t=0.5μsにおいて,動 粘性係数が半分の ν=2.6
×10-6m2/sの時 と同様 に液滴の前進す
るシー トの縁が乱れていることであ り
,こ の初期の乱れに もかかわ らず,ス
プラッシュは発生 しなかった-
結論 として,平 滑基板上で円盤状に
堆積す る条件においてディンプル幅 と
初期粒子径 の比が0.2程度 であるよ う
なディンプルパ ター ン基板上では溶射
粒子はフィンガ リングを発展 させ たよ
うなスブラッシング形状 を示 した.一
般的には基材の凸型表 面においてスプ
ラッシングが起 こるとされてい るが,
実際には凹型表面の方 が容易にスプ ラ
ッシングを誘引す る.そ こで,密 着強
度 を増大 させ るために基材表面にμmレ
ベルの微細加 工を施す場合 には凹型に
施すよ りも凸型 に施す方が よい と考え
られる.
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